
　
滋
賀
県
立
彦
根
東
高
校
は
、
２
０
０
４
年

度
か
ら
４
期
18
年
連
続
で
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）の
指
定
を
受

け
、
科
学
技
術
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
第
５
期
の

指
定
に
向
け
た
事
業
構
想
を
練
る
中
で
、
文

理
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
学
力
や
探
究
力

の
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
、「
文
理
融
合
の

学
び
」
に
舵
を
切
り
、
22
年
度
か
ら
ワ
ー
ル

ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｗ
Ｗ
Ｌ
）
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
た
。
長
年
Ｓ

Ｓ
Ｈ
を
担
当
し
て
き
た
Ｇ
Ｓ
Ｉ
（
＊
１
）
推

進
室
長
の
濵は

ま
か
わ川
徳の

り
ゆ
き行
先
生
は
、
そ
の
経
緯
を

し
た
教
育
課
程
を
継
承
し
て
発
展
さ
せ
る
た

め
、
25
年
度
か
ら
は
教
育
課
程
特
例
校
の
指

定
を
受
け
て
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
現

在
の
教
育
課
程
は
主
に
次
の
特
徴
が
あ
る
。

◎
科
目
を
融
合
・
再
編
し
た
Ｇ
Ｓ
科
目

　
ま
ず
、「
人
文
・
社
会
科
学
系
」「
自
然
科

学
系
」「
総
合
・
学
際
系
」
の
３
つ
の
学
問

分
野
を
設
定
し
た
上
で
、
教
科
の
系
統
を
整

理
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
開
発
し
た
学
校
設
定
科

目
は
、「
Ｇ
Ｓ
数
学
Ⅰ
」
な
ど
と
、
科
目
名

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
３
期
後
半
か
ら
海
外
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
中
で
、
文
理
の
枠
を
超

え
て
生
徒
自
身
の
関
心
に
沿
っ
て
学
ぶ
海
外

の
教
育
現
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

現
代
の
複
雑
な
諸
課
題
に
取
り
組
む
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
本
校
も
文
理
融
合
の
学

び
を
推
進
す
る
と
い
う
方
針
に
校
内
の
意
見

が
一
致
し
、
そ
の
方
針
に
よ
り
合
致
す
る
Ｗ

Ｗ
Ｌ
に
申
請
し
ま
し
た
」

　
Ｗ
Ｗ
Ｌ
の
指
定
を
受
け
る
と
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

開
発
し
た
教
育
課
程
を
、ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ

シ
ー
の
「
自
立
・
協
働
・
創
造
」（
図
１
）

を
具
現
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
す
文
理
融
合
の
枠
組
み
に
再
編
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
を
発
展
さ
せ

た
Ｇ
Ｓ（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）コ
ー

ス
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
で
開
発

＊１　Global Science for Innovationの略。

育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）図１

【自立】幅広く深い教養や探究心を身につけ、自ら主体的に行動し、人生を切り拓く力を育成します
【協働】心豊かでグローバルな視点を持ち、多様な人 と々ともに持続可能な社会を実現する

力を育成します
【創造】自らの資質・能力を伸ばす挑戦を惜しまず、新しく価値のあるものを創る力を育成します

彦根東高校で身につける「6つの力」
教養力　飽くなき知的好奇心を持ち、幅広く深い知識を身につける力
探究力　情報を読み解き、論理的思考に基づいて主体的・科学的に探究する力
協働力　高いコミュニケーション力を生かし、連携する力
リーダーシップ力　多様な価値観を認め、全体を俯瞰し、何事にも主体的に行動する力
チャレンジ力　課題を発見し、解決するため、挑戦することを惜しまない力
イノベーション力　既成概念にとらわれず、新たな価値を創造する力

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

文
理
融
合
の
探
究
学
習
を
、

単
位
数
を
増
や
し
て
拡
充

学年による教育課程の区分：あり（学年制）

学科・コース：普通科、普通科GS（グローバル・サイエンス）コース

卒業までの履修単位数：普通科96単位、普通科GSコース98単位

各年次の履修単位数：普通科１〜３年次各32単位、普通科GSコー
ス１年次32単位、２・３年次各33単位

特徴ある科目：学校設定科目29科目

指定校等：2004〜21年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
指定校、22〜24年度ワールド・ワイド・ラーニング（WWL）コン
ソーシアム構築支援事業カリキュラム開発拠点校、24年度〜DXハ
イスクール採択校、25年度〜教育課程特例校

教育課程　概要 グ
ロ
ー
バル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、科
目
の
融
合
・

再
編
や
先
取
り
学
習
、探
究
学
習
の
拡
充
を
実
現

滋
賀
県
立
彦
根
東
高
校

文
部
科
学
省
の
指
定
事
業
を
通
じ
て
、
科
学
技
術
人
材
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
資
す
る
教
育
課
程
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
滋
賀
県

立
彦
根
東
高
校
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
、「
物
理
基
礎
」
と
「
物
理
」
を
融
合
し
た
学
校
設
定
科
目
の
設
置
や
、

「
公
共
」「
保
健
」
等
の
科
目
の
単
位
調
整
を
伴
う
探
究
学
習
の
単
位
数
の
拡
充
な
ど
、
独
自
に
開
発
し
た
教
育
課
程
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
る
。

事
例
2

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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　「『
家
庭
基
礎
』に
は『
持
続
可
能
な
消
費
生

活
・
環
境
』、『
保
健
』に
は『
健
康
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
』と
い
っ
た
社
会
課
題
を
取
り

上
げ
る
単
元
が
あ
り
ま
す
。
１
年
次
の
『
Ａ

Ｒ
』で
取
り
組
む
ミ
ニ
課
題
研
究
に
そ
れ
ら

の
内
容
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
４
科
目
の
学

習
内
容
の
一
部
を『
Ａ
Ｒ
』や『Integrate

』

に
含
め
る
た
め
、
各
科
目
の
単
位
数
を
１
単

位
ず
つ
減
ら
し
ま
し
た
」（
濵
川
先
生
）

　
単
位
数
を
減
ら
し
た
４
科
目
は
、各
科
目

特
有
の
内
容
の
学
習
を
優
先
す
る
な
ど
、授

業
で
扱
う
内
容
を
精
選
し
て
年
間
指
導
計
画

を
立
て
て
い
る
。
中
野
先
生
は
、
担
当
す
る

「
公
共
」の
指
導
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
。

　「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
単

元
は『
Ａ
Ｒ
』で
扱
い
、青
年
期
の
自
己
形
成

や
倫
理
、法
律
な
ど
の
単
元
は『
公
共
』
で

扱
う
な
ど
、
学
習
内
容
を
精
選
し
て
『
公
共
』

の
年
間
指
導
計
画
を
立
て
ま
し
た
」

　
１
年
次
の「
Ａ
Ｒ
」は
、普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー

ス
の
運
営
を
担
う
Ｇ
Ｓ
Ｉ
推
進
室
と
１
年
次

の
学
年
団
が
担
当
。
２・３
年
次
は
、生
徒
が

設
定
す
る
探
究
学
習
の
課
題
が
自
然
科
学
や

社
会
科
学
、学
際
領
域
と
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
地
理
歴
史
・
公
民
や
数
学
、

に
「
Ｇ
Ｓ
」
を
つ
け
て
教
育
課
程
の
特
例
を

継
続
し
、
教
科
・
科
目
を
融
合
し
た
内
容
や

発
展
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る（
図
２
）。

代
表
例
が「
物
理
基
礎
」と「
物
理
」を
融
合

し
て
再
編
し
た「
Ｇ
Ｓ
物
理
Ⅰ
・
Ⅱ
」
だ
。

　「
例
え
ば
、
落
下
運
動
の
単
元
に
お
い
て
、

『
物
理
基
礎
』で
は
鉛
直
投
射（
一
次
元
）を
、

『
物
理
』
で
は
斜
方
投
射
と
水
平
投
射
（
二

次
元
）
を
扱
い
ま
す
が
、
一
次
元
と
二
次
元

の
概
念
を
ま
と
め
て
学
習
す
る
方
が
生
徒
の

理
解
が
深
ま
り
ま
す
。『
物
理
基
礎
』
と
『
物

理
』
を
系
統
立
て
た
学
習
を
通
じ
て
基
礎
的

な
内
容
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
発
展

的
な
内
容
を
取
り
扱
い
、
⾼
⼤
連
携
に
つ
な

が
る
応
⽤
⼒
を
培
っ
て
い
ま
す
」（
濵
川
先
生
）

　「
数
学
Ⅰ
」に「
数
学
Ⅱ
」の
学
習
内
容
の

一
部
を
組
み
込
ん
だ「
Ｇ
Ｓ
数
学
Ⅰ
」な
ど
、

先
取
り
学
習
が
で
き
る
科
目
も
設
定
し
た
。

「
本
校
は
難
関
⼤
学
志
望
者
も
多
い
た
め
、進

度
を
速
め
て
応
⽤
的
な
内
容
を
取
り
扱
う
時

間
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
再
編
し
た
科
目
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
、教
務
課
長
の
中

野
太た

い

史し

先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
説
明
す
る
。

◎
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
の
探
究
学
習
を
拡
充

　
文
理
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
探
究
⼒
の

育
成
を
図
る
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
は
、
探
究

学
習
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
主
に
探
究
学
習

に
取
り
組
む「Advanced Research

（
Ａ

Ｒ
）」
と
、
主
に
⼤
学
・
企
業
と
連
携
し
た

活
動
に
充
て
る
「Integrate

」
を
学
校
設

定
科
目
と
し
て
設
け
た
。
週
時
程
内
で
行
う

「
Ａ
Ｒ
」
は
１
年
次
に
２
単
位
、
２
年
次
に

３
単
位
、
３
年
次
に
１
単
位
と
、
１・
２
年

次
の
単
位
数
を
多
く
設
定
。
週
時
程
外
で
行

う「Integrate

」は
各
学
年
１
単
位
と
し
た
。

そ
の
２
科
目
の
単
位
数
は
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
の
ほ
か
、「
公
共
」「
家
庭
基
礎
」「
情

報
Ⅰ
」「
保
健
」
か
ら
各
１
単
位
を
充
て
た
。

2025年度入学生　学校設定科目図２

学問分野 教科 科目

人文・
社会科学

系

国語 GS国語探究★

地理歴史 GS日本史★、GS世界史★

公民 GS Civics★

外国語 GS論理・表現Ⅰ〜Ⅲ

自然科学
系

数学
数学総合、GS数学Ⅰ〜Ⅲ（Ⅲのみ
★）、GS数学Ａ・Ｂ

理科
化学研究★、生物研究★、
地学研究★、GS物理Ⅰ・Ⅱ★、
GS化学★、GS生物★、GS地学★

総合・
学際系

GS
（Global 
Science）

GS情報、
Advanced ResearchⅠ〜Ⅲ◉、
IntegrateⅠ〜Ⅲ◉

GS Research▲

★：選択科目、◉：普通科GSコースのみ、▲：普通科のみ

注１）学校設定科目の選択科目は普通科GSコースに限らず、普
通科の生徒も履修できる。選択希望者が少ない科目は普通科と
普通科ＧＳコースが合同で開講する場合もある。

注２）学校設定科目のうち、教育課程の特例を用いて代替してい
る科目は次の通り。
文学国語・古典探究→GS国語探究、論理・表現Ⅰ〜Ⅲ→GS論理・
表現Ⅰ〜Ⅲ、数学Ⅰ・Ⅱ→GS数学Ⅰ、数学Ⅱ・Ⅲ→GS数学Ⅱ、
数学Ⅲ→GS数学Ⅲ、数学Ａ→GS数学Ａ、数学Ｂ・C→GS数学Ｂ、
物理基礎・物理→GS物理Ⅰ、物理→GS物理Ⅱ、化学→GS化学、
生物→GS生物、地学→GS地学、情報Ⅰ→GS情報、公共・家庭
基礎の各１単位→Advanced ResearchⅠ・IntegrateⅠ、情報Ⅰ・
保健の各１単位→Advanced ResearchⅡ
注３）Advanced ResearchⅠ〜Ⅲは「総合的な探究の時間」を含
む。GS Researchは「総合的な探究の時間」。

※学校資料を基に編集部で作成。

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

２
年
次
の
探
究
学
習
は
３
コ
マ
連
続
に

設
立
　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
金
沢

大
、
滋
賀
医
科
大
、
滋
賀
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
、
滋
賀
県
立
大
な
ど
に

１
８
１
人
が
合
格
。私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
、

京
都
薬
科
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
６
２
８
人
が
合
格
。

学
校
概
要

教
務
課
Ｇ
Ｓ
Ｉ
推
進
室
長

濵
川
徳
行 

は
ま
か
わ
・
の
り
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。

理
科
（
物
理
）。

教
務
課
長

中
野
太
史 

な
か
の
・
た
い
し

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
、公
共
）。

教
頭松林

基
之 

ま
つ
ば
や
し
・
も
と
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

教
頭寺村

和
仁 

て
ら
む
ら
・
か
ず
ひ
と

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
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理
科
、情
報
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
教
師
が
担

当
し
、全
校
体
制
で
支
援
・
指
導
に
あ
た
る
。

　
生
徒
は
探
究
学
習
を
グ
ル
ー
プ
で
進
め
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
は
メ
ン
バ
ー
が
輪
番
で
務

め
る
。
リ
ー
ダ
ー
役
の
要
件
と
し
て
教
師
が

設
定
し
た
３
項
目
（
連
携
力
な
ど
）と
、リ
ー

ダ
ー
役
の
生
徒
が
設
定
す
る
１
項
目
を
評
価

の
観
点
に
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

自
己
評
価
と
相
互
評
価
を
行
う
。
生
徒
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
両

方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　「
２
年
次
の『
Ａ
Ｒ
』を
金
曜
日
の
５
〜
７

限
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
リ
ー
ダ

ー
役
を
複
数
回
経
験
で
き
る
仕
組
み
に
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
じ
っ
く
り
探
究
学
習
を

深
め
、
そ
の
過
程
で
生
徒
が
個
々
に
資
質
・

能
力
を
高
め
て
い
く
、
そ
う
し
た
密
度
の
濃

い
時
間
を
過
ご
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て

い
ま
す
」（
中
野
先
生
）

　
さ
ら
に「
Ａ
Ｒ
」で
は
、
社
会
課
題
を
複

数
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
捉
え
、
問
題
解
決

能
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、「
教
科
融
合

授
業
」
も
実
施
し
て
い
る
。
有
志
の
教
師
が

協
働
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
時
の
19
年
度
か
ら
年

１
回
の
ペ
ー
ス
で
授
業
を
行
っ
て
き
た
（
＊

２
）。「
感
染
症
」を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業（
図

３
）に「
保
健
」の
担
当
と
し
て
参
画
し
た
松

林
基も

と

之ゆ
き

教
頭
は
同
授
業
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
授
業
で
は
、
集
団
免
疫
が
機
能
す
る
条

件
を
科
学
的
・
数
学
的
な
視
点
で
検
証
し
ま

し
た
。『
保
健
』
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、
理
数
科
目
と
連
携
し
た
実
証
的

な
学
び
と
し
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
国
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
の
背
景
を
、
生
徒
は

深
く
理
解
し
ま
し
た
。
教
師
が
生
徒
に
伝
え

た
い
こ
と
が
届
き
や
す
く
、
生
涯
に
お
け
る

健
康
維
持
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
す

る
行
動
変
容
を
も
た
ら
す
授
業
設
計
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
教
育
課
程
を
毎
年
見
直
し
て
い

る
。26
年
度
入
学
生
の
教
育
課
程
で
は
、Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
採
択
に
伴
う
高
度
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
「G

S

情
報

Advance
」（「
情
報
Ⅱ
」の
代
替
）と
、「
公
共
」

の
演
習
を
中
心
に
行
う「G

S Public

」
を
、

３
年
次
の
学
校
設
定
科
目
に
新
設
予
定
だ
。

　
普
通
科
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス
の
生
徒
が
取
り
組
む

＊２　同校が行った教科融合授業には、「プラスチックの過去・現在・未来」「半導体を知り、未来を拓く」などがある。指導案やプリントは他校が２次利用できるよう、
PLIJ STEAM Learning Community（＊３）のウェブサイトで公開。https://community.plij.or.jpにアクセスし、「彦根東」で検索。　＊３　東京大学生産技術研究所が、
STEAM教育を柱にした初等中等教育への支援を目的に、産業界や大学などのアカデミア、政府、地方公共団体・教育委員会、小・中学校、高校などが連携する組織
として設立。

探
究
学
習
の
課
題
は
多
様
化
し
、
理
系
の
生

徒
が
文
系
の
生
徒
の
研
究
に
刺
激
を
受
け
て

視
野
を
広
げ
た
り
、
文
系
の
生
徒
が
科
学
的

な
手
法
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
学
際

的
な
視
点
が
培
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
で
も
、
ル
ー
ブ
リ

ッ
ク
に
生
徒
が
設
定
し
た
４
つ
め
の
項
目
に

「
段
取
り
力
」「
根
回
し
す
る
力
」
が
挙
が
る

な
ど
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
課
題
は
、
教
師
が
異
動
し
て
も
教
育
の
質

を
維
持
す
る
組
織
づ
く
り
だ
。
年
度
初
め
に

全
校
で
学
校
の
教
育
方
針
を
確
認
し
、
各
教

科
で
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ

れ
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
国
や
県
の
指
定
事

業
の
実
施
や
そ
れ
に
伴
う
教
員
配
置
な
ど
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
相
談
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
育
成
し
た

い
生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
教
育
活
動
を
工

夫
し
て
い
く
と
、
寺
村
和か

ず
ひ
と仁
教
頭
は
語
る
。

　「
本
校
は
育
成
し
た
い
生
徒
像
を
明
確
に

定
め
て
お
り
、そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
課

程
を
学
校
全
体
で
議
論
し
、挑
戦
と
改
善
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。教
育
課
程
の
特
例

が
あ
る
か
ら
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、達
成

し
た
い
目
標
が
あ
る
か
ら
取
り
組
む
の
で
あ

り
、教
育
課
程
は
あ
く
ま
で
目
標
達
成
の
た

め
の
手
段
の
１
つ
で
す
。今
後
も
学
校
の
教

育
方
針
を
教
師
間
で
共
有
し
、一
丸
と
な
っ

て
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
」

教科融合授業　指導案例　テーマ：感染症（抜粋）図３

単元目標　「感染症」について様々な視点から広く学び、理解を深める
関連教科　数学（確率、数列、対数）、理科（中和反応、中和滴定）、英語（海外資料
の読み取り）、保健体育（感染症とその予防）
指導計画（２コマ連続で実施）

時間 発問、学習活動 担当教師の支援など

導入
15分
（保健）

発問「今年の流行語大賞は？」→
グループ討議→発表

今年の流行語の半数以上がコロナ禍に
関連したものであることに気づかせる

発問「新型コロナウイルス感染症
以外に知っているものを挙げてみ
よう」→グループ討議→発表

感染症の定義、種類、感染症カレンダー
について説明。「感染症はどのように広
がるのか」といったことを問いかける

展開Ⅰ
40分
（化学、
数学、
保健）

発問「感染症の広がりを、化学の
手法を用いてモデル実験できない
だろうか」→モデル実験１の実施
発問「実験の結果、ほとんどの人
が感染するのはなぜか。数学の視
点で説明せよ」

展開Ⅱ
30分

発問「世界ではどのように感染症
が広がったのか、WHOの統計やグ
ラフを見て考えよう」→グループ討
議

コレラ、デング熱に関するWHOの資料
（英文）を配布し、パンデミックの特徴
などを考察させる

展開Ⅲ
20分

発問「世界で感染症が拡大するこ
とを防ぐために、私たちができるこ
とは何か」→グループ討議

感染症は特定の国ではなく、世界全体
で取り組むべき課題であることに気づか
せる

まとめ
５分

振り返りを記入 感染症という課題を多面的に捉えて、
その課題に向けて取り組むことが重要
だといったことに気づかせる

同校が行った教 科 融合授 業の指 導 案などは、PLIJ STEAM Learning Community
（https://community.plij.or.jp）で公開している（＊３）。※学校資料を基に編集部で作成。

成
果
と
課
題

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、育
成
し
た
い

生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
す
る

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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